
札幌軟石は、約４万年前に支笏湖を形成した噴火が起きた際の
火砕流堆積物が固まったもの。加工しやすく断熱効果も高いこと
から、明治から昭和にかけて多くの建物に使われました。

 さっぽろの  

今や約196万人が暮らす街へと発展した札幌。ここでは、札
幌の発展に尽力した人物の功績や、市内にある建物の歴史
的背景、見どころなどを紹介。札幌の歩みを振り返ります。

歴史めぐり

今 月 は 札幌軟石でできた建物

軟石の採掘場だった
石山地区

南区の石山地区では、明治初期
に軟石の採掘を開始。運搬用の
馬車鉄道ができたことなどから
採掘は本格化したものの、戦後
の建築工法の変化に伴い徐々
に減少しました。採掘場は現在、
石山緑地（南区石山78）として
憩いの場になっています。
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　＝内容　　＝日時　　＝会場　　＝対象　　＝定員　　＝費用　　＝申込　　＝問い合わせ先　b＝ 電話　c ＝ ファクス　
d＝ Ｅメール　a ＝ ホームページ（12㌻）に詳しい内容を掲載しているもの

※費用、申し込み方法の記載がない場合は、それぞれ無料、当日会場へ行く催しです

旧石山郵便局の所有者

岩本 憲和さん
いわもと のりかず

昔は郵便業務のほか、電報の受け付けや電
話交換も行うなど地域に貢献。今は多目的
スペースとして利用されています。外壁に
軟石を使っていますが、職人による手掘り
の跡が残っていて味がありますよ。

歴史の重みや味わいを感じられる札幌軟石を使った建物を紹介！

文化の拠点・資料館2 札幌軟石を使った建物はほかにも3
かつて札幌控訴院であり、現在は美術作品の
発表の場などとして活用されている資料館
は、札幌軟石を使った現存する建物としては
市内最大。軟石でできた外壁が特徴的です。

地域活動の場として現在も活躍・旧石山郵便局
（ぽすとかん）1

同じ軟石でも、あえてざらざらに仕上げるなど建物により特徴はさまざ
ま。札幌景観資産でもあるこれらの建物を見に出掛けてみては。

札幌市資料館（旧札幌控訴院）　大正15（1926）年建築
札幌景観資産第17号、国登録有形文化財
住所・開館時間中央区大通西13。月曜（祝日の場合は
その翌平日）と年末年始を除く9時～19時

旧石山郵便局　昭和15（1940）年建築、札幌景観資産第5号
住所・見学南区石山2の3。内覧可（事前に岩本さん
090-8374-6787に連絡が必要）

日本基督教団札幌教会 礼拝堂
明治37（1904）年建築
札幌景観資産第7号、国登録有形文化財
住所中央区北1東1　見学外観のみ可

旧沼田家倉庫
（豆蔵珈房宮田屋 東苗穂店）
昭和37（1962）年建築
札幌景観資産第30号
住所・見学東区東苗穂5の2。1/1㈷を除く
10時～24時。喫茶店利用時のみ内覧可

▲昭和51（1976）年当時の建物の様子
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